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西江原町の人口  4,538人（男  2,200人　女  2,338人）世帯数  1,869世帯　5月末現在 
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今
年
に
入
り
中
国
で
発
生
し
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺
炎
が
世
界
で
猛
威
を
振

る
い
、
国
内
で
も
都
会
を
中
心
に
感
染
者

が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
不
要
不
急
の

自
粛
を
余
儀
な
く
要
請
さ
れ
ま
し
た
。
大

型
連
休
も
お
と
な
し
く
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
空
気
と
な
り
、
井
原
市
に
お
い
て
も

各
行
事
、
イ
ベ
ン
ト
が
こ
と
ご
と
く
中
止

に
な
り
、
不
安
だ
け
が
増
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
地
域
の
安
全
安
心
【
コ
ロ
ナ

に
負
け
る
な
】
の
願
い
を
込
め
て
、
千
羽

鶴
を
作
っ
て
こ
の
不
安
を
拭
え
た
ら
と

思
っ
て
決
意
し
ま
し
た
。
丁
度
五
月
連
休

前
で
す
。
毎
日
朝
晩
空
い
た
時
間
で
コ
ツ

コ
ツ
折
り
五
月
末
に
完
成
し
ま
し
た
。
達

成
感
が
沸
き
ま
し
た
。

 

先
日
、
西
江
原
幼
児
園
の
園
児
た
ち
が
、

千
羽
鶴
の
周
り
に
集
ま
っ
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
退
散
を
願
っ
て
か
わ
い
い

拳
を
挙
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

新型コロナウイルス感染拡大
早期収束に願いを込めて

  

祈  

願

　  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　  

感
染
拡
大
早
期
収
束

　  

コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！

　
　
　
　
　
　
　
戸
倉
ス
ポ
ー
ツ
同
好
会

追
記
　
色
紙
は
七
色

（
虹
の
七
色
）
で
す
。

　
☆
虹
は
お
願
い
を

　
　
叶
え
て
く
れ
る

　
☆
虹
を
見
る
と
縁

　
　
起
が
良
い

  

公
民
館
関
係
等
の

　
　 

　 

行
事
の
中
止
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ
り
、

現
在
ま
で
に
、
井
原
夏
ま
つ
り
、
西
江

原
町
納
涼
盆
踊
り
大
会
、
そ
し
て
敬
老

会
も
中
止
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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総務部
部　長：三村　幸男
副部長：成瀬　　毅
　　　　落合　敏恵

１
公
民
館
の
管
理
・
運
営
全
般
に
関
す
る
こ
と

２
公
民
館
事
業
の
啓
発
推
進
と
調
査
研
究

及
び
専
門
部
間
の
調
整
に
関
す
る
こ
と

３
運
営
審
議
会
に
関
す
る
こ
と

４
防
災
に
関
す
る
こ
と

５
他
の
専
門
部
に
属
さ
な
い
こ
と

　
（
運
営
審
議
会
・
管
理
運
営
委
員
会
）

情報部
部　長：山室　　正
副部長：中山　恒男

１
情
報
収
集
、
記
録
の
整
理
に

　

関
す
る
こ
と

２
広
報
紙
、
広
報
に
関
す
る
こ
と

３
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
編
集
に
関
す
る
こ
と

 　
（
公
民
館
だ
よ
り
・
パ
ソ
コ
ン
教
室
）

教養部
部　長：西江　利文
副部長：阪谷　佳美
　　　　井上　京子

１
幼
児
教
育
学
級
・
家
庭
教
育
学
級

　

婦
人
学
級
に
関
す
る
こ
と

２
講
演
会
・
講
習
会
の
開
催
に

　

関
す
る
こ
と

　
（
ア
ッ
ピ
ー
広
場
・
た
ん
ぽ
ぽ
学
級
・

　

レ
デ
ィ
ー
ス
講
座
・
教
育
講
演
会
）

ふれあいのまちづくり部
部　長：妹尾　恭治
副部長：椋本　延男
　　　　西森　正八
　　　　瀬良　重男
　　　　山本　義信
　　　　原田　俊和

１
町
民
の
ふ
れ
あ
い
や
交
流
、
郷
土
意
識

　

の
醸
成
な
ど
に
関
す
る
こ
と

２
福
祉
団
体
と
の
連
携
、
活
動
推
進
に　

　

関
す
る
こ
と

３
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
こ
と

（
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
の
集
い
・
ふ
れ
あ
い
広

場
・
ペ
タ
ン
ク
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
・

サ
ロ
ン
・
敬
老
会
・
ふ
れ
あ
い
市
へ
の
協
力
）

文化部
部　長：相田　瑞明
副部長：三村　　学
　　　　坂本　健二
　　　　定光　　徹
　　　　定光　知子

１
文
化
事
業
の
開
催
及
び
普
及
推
進
に

　

関
す
る
こ
と

２
文
化
教
室
の
管
理
運
営
、
同
好
会
等
の

育
成
と
活
動
推
進
に
関
す
る
こ
と

　
（
ふ
れ
あ
い
広
場
・
井
原
夏
ま
つ
り
・

　

し
め
縄
教
室
）

体育・レクリエーション部
部　長：山室　基之
副部長：片山　智義
安部義明・時松恭子
金島孝和・大山勝彦
武智勝士・北田洋平
三村節美・藤本幸代

１
町
民
の
健
康
体
育
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
振
興
事
業
の
開
催
に
関
す
る
こ
と

２
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
団
体

の
育
成
と
調
整
に
関
す
る
こ
と

　
（
大
運
動
会
・
納
涼
盆
踊
り
大
会
・
バ
レ
ー

　

ボ
ー
ル
大
会
・
市
民
体
育
祭
）

専 門 部 会

井原市教育委員会

西 江 原 公 民 館各 地 区 公 民 館

自治連合協議会
女 性 会
社会福祉協議会
各 種 団 体

運 営 審 議 会

監　事

常 任 委 員 会
委員長：前原　義明

管 理 運 営 委 員 会
委員長：片山正樹　副委員長：前原義明・成瀬　毅・落合敏恵

館長：片山　正樹
主事：妹尾　芳雅

伊達　一海
那須　秀樹

委 員 長：成瀬　　毅
副委員長：福尾　宏行・西森　正八
　　　　　瀬良　重男・山本　義信

令和２年度　西江原公民館組織図

西
江
原
公
民
館
長

片
山
　
正
樹

西
江
原
公
民
館

運
営
審
議
会
委
員
長

成
瀬
　
　
毅

西
江
原
公
民
館

連
合
会
長

福
尾
　
宏
行

西
江
原
公
民
館

教
養
部
長

西
江
　
利
文

西
江
原
公
民
館

監
事

伊
達
　
一
海

那
須
　
秀
樹

館  

長
　
片  

山
　
正  

樹

　
今
年
度
か
ら
前
宗
髙

平
八
館
長
の
後
任
と
し

て
お
世
話
に
な
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
前
館
長
の「
ひ
ら
か
れ
た
公
民
館
づ
く
り
」

を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、明
る
い
西
江
原
町
づ

く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。不
行
き
届
き

の
と
こ
ろ
等
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、ご
指

導
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
さ
て
、令
和
二
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
世
界
規
模
の
疫
病
の
流
行
に
見
舞

わ
れ
、今
後
も
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。国
の
緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ

た
も
の
の「
三
密
」の
注
意
喚
起
に
よ
り
様
々

な
行
事
開
催
が
中
止
ま
た
は
延
期
の
事
態
に

お
ち
い
っ
て
い
ま
す
。

　
西
江
原
町
で
も
、春
開
催
予
定
の
町
民
運

動
会
は
中
止
。さ
ら
に
井
原
市
主
催
の
花
火

大
会
や
夏
祭
り
が
中
止
の
決
定
を
受
け
て
、

八
月
予
定
の
西
江
原
町
納
涼
盆
踊
り
大
会
も

中
止
の
決
定
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
二
波
、三
波
の
波
が
来
な
い
こ
と
を
祈

る
ば
か
り
で
す
が
、小
中
高
等
学
校
に
お
い
て

も
、新
学
期
が
始
ま
っ
て
以
来
ほ
と
ん
ど
授
業

が
で
き
ず
、夏
休
み
を
短
縮
し
て
授
業
日
数
の

確
保
に
努
め
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

市
内
全
て
の
学
校
園
に
冷
房
施
設
が
完
備
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
な
い
で
は
お
ら
れ
ま

せ
ん
。

 

　
今
年
は
、国
民
が
最
も
期
待
し
て
い
た
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
で

あ
り
ま
し
た
が
、な
ん
と
か
規
模
を
縮
小
し

て
来
年
度
に
延
期
。オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
七
月

二
十
三
日
か
ら
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
八
月

二
十
四
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
決
定
さ

れ
ま
し
た
。暗
い
ニ
ュ
ー
ス
を
吹
き
消
す
明
る

い
話
題
な
の
で
す
が
、中
止
に
な
ら
な
い
こ
と

を
祈
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
前
回
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
昭
和

三
十
九
年
の
第
十
八
回
大
会
で
し
た
。金
メ

ダ
ル
十
六
個
、銀
メ
ダ
ル
五
個
、銅
メ
ダ
ル
八

個
で
し
た
。今
大
会
で
は
、メ
ダ
ル
総
数
は
過

去
最
高
だ
っ
た
前
回
ブ
ラ
ジ
ル
大
会
四
十
一

個
を
上
回
る
成
績
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。ど

の
よ
う
な
結
果
に
な
る
の
か
期
待
感
に
溢
れ

ま
す
。

　
日
常
生
活
の
中
に
こ
の
よ
う
な「
ワ
ク
ワ
ク

感
」を
感
じ
な
が
ら
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

　
今
後
一
日
も
早
い
コ
ロ
ナ
感
染
終
息
を
願

い
な
が
ら
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新役員紹介

公
民
館
長
就
任
に
あ
た
り
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令
和
二
年
度
福
祉
委
員

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
い
き
い
き
と
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ご
近
所
福
祉
活
動
の

リ
ー
ダ
ー
役
と
し
て
、
本
年
度
次
の
方
々

に
福
祉
委
員
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

　
毎
日
の
生
活
の
見
守
り
、
声
か
け
な
ど

地
域
の
安
全
、
安
心
を
見
守
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　寺
　
戸
　  

椋
本
　
哲
吉
　 

森
下
　
　
操

　
　
　
　  

河
合
　
　
昇
　 

瀬
尾
　
俊
介

　
　
　
　  

王
　
　
　
陽
　 

西
新
町
　  

岡
崎
　
道
三 

　
川
合
　
孝
治

　
　
　
　  

谷
　
　
和
之
　 

水
谷
　
博
司

本
新
町
　  

佐
藤
　
都
一
　 

藤
井
　
博
幸

　
　
　
　  

山
本
　
潤
一
　 

安
達
　
康
雅

　
　
　
　  

西
森
　
正
八 

東
新
町
　  

高
木
　
俊
夫
　 

岡
本
　
浩
之

　
　
　
　  

藤
井
　
俊
弘
　 

木
下
　
広
志

才
　
児
　  

中
新
　
　
進
　 

中
西
　
昌
夫

戸
　
倉
　  

佐
藤
　
良
夫

長
　
谷
　  

井
上
　
克
徳
　 

佃
　
　
祥
江

藤
ノ
木
　  

川
田
　
克
己

山
本
住
宅  

竹
川
　
政
廣

東
　
町
　  

坊
野
　
昭
夫
　 

渡
辺
　
元
男

　
　
　
　 

佐
藤
伊
佐
子

中
　
町
　  

立
花
　
計
志
　 

神
崎
　
忠
男

西
　
町
　  

小
林
　
繁
夫
　 

藤
井
　
　
稔

社
協
だ
よ
り

　
　
　
　  

川
上
　
信
子
　 

西
岡
　
　
繁

　
　
　
　  

藤
原
　
時
代
　 

青
木
　
君
江

　
　
　
　  

安
原
　
完
治
　 

藤
井
　
則
男

　
　
　
　  

長
沢
　
幸
光

神
　
戸
　  

落
合
　
一
正
　 

落
合
　
敏
恵

　
　
　
　  

金
藤
　
和
人
　 

小
井
　
聡
子

　
　
　
　  

戸
田
　
洋
司
　 

池
尻
　
昭
典

小
　
角
　  

赤
木
　
和
章
　 

大
山
　
尚
美

　
　
　
　  

吉
川
　
英
一
　 

沖
津
　
逸
夫

　
　
　
　  

川
路
　
淳
子
　 

沖
津
　
英
峰

　
　
　
　  

片
山
　
　
護
　 

三
村
　
節
美

　
　
　
　  

原
田
　
靖
史
　 

片
山
　
武
夫

　
　
　
　  

藤
岡
　
吉
孝
　 

西
岡
　
健
夫

賀
　
山
　  

仁
城
　
澄
江
　 

森
兼
　
　
健

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

　
　
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
平
成
三
十
一
（
令
和
元
年
）
年
度
西

江
原
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
、

町
内
の
皆
様
よ
り
心
温
ま
る
ご
芳
志
を

賜
り
ま
し
た
の
で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付

は
、
趣
旨
を
尊
重
い
た
し
ま
し
て
、
西

江
原
地
区
の
福
祉
向
上
充
実
の
た
め

に
、
有
意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
誠
に
有
難
く
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
福
祉
活
動
に
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　 

ご   

芳   

名
　
　
　（
順
不
同
）

【
香
典
返
し
　
満
中
陰
志
】

　
丸
山
　
和
枝 

様
　 

青
木
　
　
茂 

様

　
細
谷
　
　
弘 

様
　 

田
辺
竜
太
郎 

様

　
黒
木
　
保
弘 

様
　 

藤
井
　
勝
志 

様

　
井
上
　
博
司 

様
　 

佃
　
　
寛
二 

様

　
沖
津
三
智
子 

様
　 

伊
藤
　
利
夫 

様

　
実
安
　
隆
造 

様
　 

橋
本
　
　
茂 

様

　
松
本
　
哲
吉 

様
　 

宗
高
　
　
正 

様

　
片
山
　
尚
美 

様
　 

佐
藤
　
正
憲 

様

　
井
上
　
法
明 

様
　 

山
本
　
義
信 

様

　
前
原
　
義
明 

様
　 

前
原
　
義
明 

様

　
池
田
　
佳
弘 

様

　
自
分
磨
き
と
親
睦
を
目
的
と
し

て
、
様
々
な
講
座
を
展
開
し
て
、
楽

し
く
学
習
し
ま
す
。
今
年
度
は
次
の

よ
う
な
講
座
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
落
合
敏
恵
）

日時 学習内容

5月 開講式・ストレッチ体操

7月 ハーバリウム

10月 ウォーキング

12月 フラワーアレンジメント

2月 閉講式・お酢を使った料理

レディース講座

心豊かに輝いて

　
お 

知 

ら 

せ

　
住
み
慣
れ
た
生
活
の
場
で
。
安

心
し
て
く
ら
し
て
い
け
る
町
を
つ

く
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
住
民

が
主
体
と
な
っ
た
小
地
域
で
の
福

祉
活
動
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
公
的
な
福
祉

サ
ー
ビ
ス
は
も
ち
ろ
ん
な
こ
と
、
地

域
の
中
で
の
住
民
同
士
の
「
ふ
れ
あ

い
・
た
す
け
あ
い
・
さ
さ
え
あ
い
」

が
た
い
せ
つ
で
す
。

　
西
江
原
地
区
の
、
お
年
寄
り
や
障

害
の
あ
る
方
、
家
庭
に
諸
事
情
の
あ

る
方
が
日
常
生
活
で
困
っ
た
時
に

地
域
住
民
に
よ
る
有
償
た
す
け
あ

い
活
動
に
よ
っ
て
、
そ
の
生
活
を
支

援
し
て
い
け
る
「
地
域
た
す
け
あ
い

事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
西
江
原
町
が
、
ま
す
ま
す
安
心
・

安
全
で
さ
さ
え
あ
い
の
町
と
な
り

ま
す
よ
う
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

（
毎
週
月
曜
日
十
時
～
十
二
時
に
西

江
原
公
民
館
で
受
付
　
☎
七
五
―

四
三
五
七
）

西
江
原
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
　

　
　
　
　
会  

長
　
三
村
　
幸
男
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　「
学
び
・
気
づ
き
・
広
が
る
」
を
学
習
テ
ー

マ
に
学
級
生
が
集
ま
り
企
画
・
運
営
を
し

て
い
ま
す
。
仕
事
を
し
て
い
る
人
も
参
加

で
き
る
よ
う
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
調
整
し
な

が
ら
、
毎
回
和
気
あ
い
あ
い
と
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
や
子
供
の
悩
み

な
ど
を
相
談
し
合

え
る
場
に
も
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

年
度
の
途
中
か
ら

の
参
加
も
可
能
な

の
で
、
興
味
あ
る

方
は
、
い
つ
で
も

遊
び
に
来
て
く
だ

さ
い
。

（
原
田
　
理
恵
）

西江原公民館

〒715-0006
井原市西江原町1414
☎　0866-62-8129

メール
nishi-km@ibara.ne.jp

ホームページ
http://www.ibara.
ne.jp/~nishi-km/

　
　
　

編 

集 

委 

員

　
令
和
二
年
度
は
次
の
編
集
委
員
で

「
公
民
館
だ
よ
り
」
を
お
届
け
い
た
し

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
山
室
　
　
正
　
　
藤
井
　
文
雄

　
　
大
山
　
　
亘
　
　
川
合
　
敏
子

　
　
妹
尾
　
芳
雅

 
　
　 
西
江
原
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
令
和
二
年
度
は
、
前
年
度
末
に
計
画
し

て
い
た
「
視
察
研
修
（
津
山
・
勝
山
）」

と
「
ま
ち
づ
く
り
防
災
研
修
会
」
の
中
止

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
に
続
い
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
騒
動
の
渦
中
で
の
始
ま
り
と
な

り
、
こ
の
一
年
の
事
業
計
画
を
決
定
す
る

総
会
も
、
少
人
数
の
役
員
会
で
代
替
え
す

る
こ
と
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
五
月
二
十
日
に
開
催
し
た
そ
の
役
員
会

で
は
、
元
年
度
の
ま
と
め
と
、
役
員
改
選
、

二
年
度
の
事
業
計
画
（
案
）、
予
算
（
案
）

な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
、
特
に
役
員
改
選

に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年

度
末
の
協
議
会
発
足
以
来
、
会

長
を
勤
め
て
い
た
だ
い
た
落
合

清
三
氏
が
勇
退
さ
れ
、
後
任
の

会
長
に
、
副
会
長
・
事
務
局
長

で
あ
っ
た
宗
高
平
八
前
公
民
館

長
が
、
副
会
長
・
事
務
局
長
に

は
、
片
山
正
樹
公
民
館
長
を
充

て
、
団
体
選
出
委
員
に
つ
い
て

は
、
異
動
に
伴
う
後
任
者
を
委

員
（
任
期
は
い
ず
れ
も
二
年
）

に
就
任
い
た
だ
く
こ
と
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
二
年
度
の
「
井

原
市
が
ん
ば
る
地
域
応
援
補
助

金
」
を
活
用
し
た
事
業
で
は
、

継
続
し
て
次
の
四
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
幼
児
教
育
学
級
「
ア
ッ
ピ
ー
広
場
」
は

一
歳
か
ら
四
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
対
象

と
し
て
幼
児
園
児
や
地
域
の
方
々
と
の
交

流
や
親
子

の
ふ
れ
あ

い
を
大
切

に
し
な
が

ら
、
年
の

近
い
子
供

た
ち
の
遊

び
の
場
、

親
同
士
の

情
報
交
換
の
場
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
　

（
原
田
か
お
り
）

幼
児
教
育
学
級
「
アッピー
広
場
」

家
庭
教
育
学
級
「
た
ん
ぽ
ぽ
学
級
」

日時 学習内容
4月 開講式・室内・園庭遊び
5月 消防署見学
7月 三世代交流
9月 親子リズム遊び

10月 出前講座
11月 観劇会
12月 クリスマス会
２月 閉講式

日時 学習内容
6 月 開講式

10 月 ペタンク
グラウンドゴルフ大会

12 月 しめ縄教室
3 月 閉講式・コサージュ作り

①
「
は
つ
ら
つ
学
園
」
は
、
昨
年
度
よ
り

一
ヶ
月
遅
れ
の
七
月
四
日
に
開
講
し
、
児

童
の
ふ
る
さ
と
学
習
支
援
や
昔
遊
び
交

流
、
健
康
づ
く
り
や
町
民
を
対
象
と
し
た

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
実
践
、
視
察
交
流
な

ど
九
回
の
講
座
を
予
定
し
て
い
ま
す
。（
町

内
か
ら
誰
で
も
、
い
つ
か
ら
で
も
参
加
で

き
ま
す
。）

②
「
雄
神
川
流
域
の
自
然
と
環
境
を
護
る

事
業
」
や
　
③
「
神
戸
川
を
活
か
し
と
も

に
生
き
る
事
業
」
で
は
、
川
岸
や
川
辺
の

除
草
や
清
掃
、
花
の
植
栽
・
育
成
、
ホ
タ

ル
の
幼
虫
の
放
流
、
児
童
の
川
探
検
な
ど

を
地
域
の
人
た
ち
に
呼
び
掛
け
て
実
施

し
、
誰
で
も
が
楽
し
め
る
川
辺
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

④
「
ふ
る
さ
と
の

レ
シ
ピ
を
探
し
活

か
す
事
業
」で
は
、

味
噌
づ
く
り
や
ひ

な
祭
の
ほ
か
、
特

に
定
着
し
つ
つ
あ

る
「
西
江
原
ふ
れ

あ
い
市
」
は
、
多

く
の
人
た
ち
の
出

店
と
交
流
が
で
き

る
場
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
将
来

的
に
は
西
江
原
の

ウ
リ
に
な
る
よ
う

な
特
産
物
の
誕
生

を
目
指
し
ま
す
。

　
特
に
本
年
度

は
、
和
太
鼓
教
室

令
和
二
年
度
の
取
り
組
み

を
開
催
し
な
が
ら
将
来
的
に
グ
ル
ー
プ
育

成
を
目
指
す
と
と
も
に
、
昭
和
年
代
の
子

供
た
ち
が
親
し
ん
だ
甲
山
を
も
う
一
度
、

ふ
る
さ
と
の
山
と
し
て
み
ん
な
で
親
し
め

る
よ
う
に
、
多
く
の
人
た
ち
の
賛
同
の
も

と
に
散
策
コ
ー
ス
整
備
と
散
策
会
が
出
来

る
よ
う
な
計
画
も
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
も
協
議
会
が
、
加
速
す
る
少
子

高
齢
社
会
の
中
で
、

年
代
を
超
え
た
交
流

と
ふ
れ
あ
い
を
通
し

て
、
西
江
原
の
元
気

づ
く
り
に
関
わ
る
こ

と
が
出
来
れ
ば
と
願

う
と
こ
ろ
で
す
。


